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大 谷 博 則*
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HironoriOTAM

ペ ルー国アンカシュ県東に位置するコンチュコス地域での地域観光振興活動に関する2007年 以降の調

査成果をまとめたものである。同地域では地域住民を含めた地方自治体や地元NGOな どの活動により

21世 紀 に入 り活発な地域観光振興を目的とした活動が進められている。本調査では、このようなグロー

バル化社会に包括されながらも自立をめざす地域社会の動きを把握することを目的としている。はじめ

に、国際的、国内的レベルといったマクロな視点から県、郡 といった地方自治体、地元NGOな どミク

ロな視点での観光を取 り巻 く動向を取 り上げている。次に、同地域の現況を地理的 ・歴史的背景を含め

概観 している。最後に、同地域に所在する観光資源を整理 し報告している。以上から、地理的に南北に

分断されるコンチュコス地域では、インカ時代に遡る南北軸の交通路(イ ンカ道)の 保全 ・活用を進め

る、新規観光ルー トの開発が必要とされている。

1調 査概要

1.調 査 目的

ペルー国アンカシュ県に位置するカエホン ・デ ・コンチュコス地域において、文化遺産の保全

による、地域社会の持続可能な発展を目指すための地域観光振興を検討するうえで必要となる基

礎資料を整理するため、調査を実施 した。

同地域 には、世界遺産に登録 されているチャビンの考古遺跡やウワスカラン国立公園の東裾に

位置 してお り、数多 くの観光資源に恵まれている。また、世界遺産暫定 リス トに登録 されるカパ

ック ・ニャン(以 後、インカ道)も 通過 している。また、その残存状態は極めて良好な区間が多

くトレッキングなどの観光ルー トとして高い可能性を秘めている。

しかしながら、交通アクセスの悪 さ、宿泊施設の不足やインターネット環境の不備など観光イ

ンフラ整備の遅れに加え、観光代理店の欠如、観光業に携わる人材不足などの理由から、観光客
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の誘致が進まない状況にある。

本稿では、はじめに、マクロレベル(グ ローバル ・国 ・県)で の観光を取 り巻 く社会的、経済

的、政治的環境の動向を明らかにするため、国や県の観光政策やプロジェク ト、ペルー国内、ア

ンカシュ県内における観光動向を扱 う。 さらに、ミクロレベル(カ エホン ・デ ・コンチュコス地

域内)で は、地元NGOの ような支援組織の活動を取 り上げる。

次に、同地域社会の現況を把握するため、地理的、歴史的、社会的、経済的環境、ならびに交

通アクセスと観光インフラの現状を概観する。

最後に、同地域 に所在する活用 ・保全対象 となりうる観光資源を行政区単位で扱 う。今回扱 う

観光資源の多 くはINEI-Ancashに より2004年 に刊行された出版物に基づいている。そのため、各

資源の説明や写真に不足する点が多 く、今後の調査で解消する必要がある。

以上 これらの資料から、同地域における観光を取 り巻く問題点を検討 している。

2.調 査期間

事 前 調 査:2007年10月01日 ～2007年11月26日

第1次 調査:2008年10月09日 ～2009年02月04日

第2次 調査:2010年09月02日 ～2010年09月28日(高 梨財団助成に よる)

2007年

10月02日 ～10月13日

10月14日 ～10月15日

10月15日 ～10月17日

10月16日 ～11月16日

10月19日 ～10月20日

2008年

10月14日 ～10月15日

10月28日 ～10月30日

11月07日 ～11月08日

11月09日

12月09日 ～12月10日

12月19日

12月21日

2009年

01月09日 ～01月10日

01月11日

ペルー文化庁 リマ本部(以 下、INC-Lima)に て聞き取 り調査

観光案内所ワラス市内にて聞き取 り調査

天然資源国立研究所 ウワスカラン国立公園事務所

(以下、INRENA-Ancash)に て、文献 ・地図資料調査

リャマ ・トレック事務所にて、リャマ ・トレックの活動歴を調査

ペルー統計情報国立研究所アンカシュ支部(以 下、INEI-Ancash)に て、

統計資料を購入

観光案内所サ ン・イシ ドロ地区にて聞き取 り調査

ペルー通商観光局(以 後、MINCETUR)内 に所属するペルー政府観光局

(komPeni)に て、聞き取 り調査

INEI-Ancashに て、地図資料 と統計資料を購入

ピスコバンバーアルフォンブラ協会の即売会に参加

DIRCETUR-Ancashに て資料調査 と、局長への聞 き取 り調査

山岳研究所(以 下、1.M.)に て資料調査 と聞き取 り調査

チャビンの考古遺跡でのカパ ック ・ライミに参加し、チャビン国立博物館

を訪問

ピスコバンバ市にて、誕生祭に参加

サン・ルイス市にて、観光調査後、ワチュコチャ (Huachucocha)に て 、
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01月11日 ～01月13日

02月04日

2010年

09月03日 ～09月05日

09月06日 ～09月07日

09月08日

09月09日

酪農工場を訪問

アルパカ牧畜を行 うカニナコにて、聞き取 り調査

i-Peni(リ マ ・ホルへ ・チャペス空港内)に て聞き取 り調査

リマ市 内にて、文献調査

リマ市 内土地の不法居住承認委員会(以 下、Cofopri)とINGに て地図資

料 を購入

リマ市内】NC-Limaに て文献調査の交渉開始

ワラス に長距離バス にて移動

ワラス市内INC-Ancash、INEI-Ancash、INRENA-Ancashに て聞 き取 り調査

ワ ラス市立図書館、 ドニャ ・ニ ャテイ公立図書館(INC-DofiaNati)に て、

文献調査

i-Peni(Huaraz)に て コ ンチュコスへの アクセス確認

3.方 法

本調査で整理、報告するデータは、2007年 か ら2010年 までに実施 した現地調査 と調査期間外に

行った文献調査、インターネット調査などの形で収集された。ここでは、データの収集について

説明を加えておきたい。本調査に関連する論文や行政文書を分析するとともに、関係者への聞き

取 り調査を実施 した。

本調査は今後 も継続 してい くものであ り、2010年9月 現在までに入手できた情報をもとに整理、

報告 してある。そのため、不足 している個所 もある点を指摘 してお きたい。2011年 以降の調査に

おいて補完 したい。

五 観光を取り巻 く社会 ・経済環境の動向

表1外 国人観光客来訪者数及び観光収入
1.観 光動向

表1に よる と、2002年 か ら2009年 まで に外 国

か らペルーへ観光 を 目的 として入国 して きた人

数 は、過去8年 間で延 べ1295.5万 人 であ り、年

間平均約161.9万 人 である。 さらに、外 国人観光

客 か らの観光収 入 は延べ131.78憶 ドルであ り、

年 間平均約16.47億 ドルである。地域別 にみ ると

(図1)、 南 米 か らの来訪者が全 体の50%で 最 も

多 く、次 いで北 米(22%)、 欧 州(20%)と 続

き、 アジアか らは約4%で あ る。国別 にみ ると

(表2)、 チ リが最 も多 く約23%、2位 は米国で

19%と 続 き、3位 以 下上位 はエ クア ドル、 アル

年 外国人観光客数 観光収入

2002 1063606 837000

2003 1135769 1023000

2004 1349959 1232000

2005 1570566 1438000

2006 1720746 1775000

2007 1916400 2007000

2008 2057620 2395000

2009 2139961 2471000

合計

(平均)

12954627

(1619328)

13178000

(1647250)

出所:MINCETUR

注:観 光収入の単位は千米 ドル
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ゼ ンチ ン、 ボ リビア、 コロ ンビア、ブ ラジル と

南米諸 国が占めている。欧州か らは、スペイ ン、

フラ ンス、英 国な どが多い。また、アジ アで は

日本 か らの来訪者 が多 い。

次 に、ペル ー人 国内観光客 の動 向は以下の通

りであ る(表3)。2002年 か ら2009年 ま での国

内観 光客 数 は、過去8年 間で延 べ1.3億 人 であ

り、年 間平均約1685.5万 人 であ る。 国内観光客

か らの観光収入 に関 しては不明である。

Region-Ancash(2008)に よ る と、 これ らの

観光客 の うち、 ア ンカシュ県 の占める割 合は外

国人観 光客 が3%、 国 内観光客 は7%で あ る。

外国人観 光客 に関 しては、ペルー南部 との較差

が大 きくみ られ る。 ア ンカシュ県 では国内観光

客の誘致政 策 を進め ているこ とも、 国内観光客

の 占め る比 率 の高 さを支 え る一 因 と考 え られ

る。 この国内観光客の振興政策 は2010年 で 終了

す るため、今後の展開が期待 される。

アンカシュ県への観光客 はペ ルー最高 峰の ワ

ス カラン山Huascaran(6395m)、 ワ ン トサ ン山

Huantosan、 ワ ン ドイ山Haundoy(6395m)、 チ

ョピカル キ山Chopicalqui(6354m)と い っ た

6000m級 の 高峰が ある コルデ イエ ラ ・ブラ ンカ

山群へ の トレ ッカー達 の基地 となる。 この他 、

表2国 別観光客数

国名 2009年

1 チ リ 456896 23%

2 米国 374659 19%

3 エ ク ア ドル 134666 7%

4 アルゼンチン 114176 6%

5 ボリビア 91789 5%

6 コ ロ ンビア 86055 4%

7 ブラジル 80940 4%

8 スペ イン 79386 4%

9 フ ラ ンス 64960 3%

10 英国 57949 3%

11 カナダ 52899 3%

12 ドイ ツ 50228 2%

13 日本 36394 2%

14 ベネズエラ 31486 2%

15 オ ー ス トラ リア 30770 2%

16 イ タ リア 30443 2%

17 メキ シコ 26260 1%

18 オランダ 25277 1%

19 ス イ ス 17157 1%

20 イ ス ラエル 13583 1%

21 中国 9176 0%

22 ス エ ーデ ン 8686 0%

23 パナマ 8399 0%

24 韓国 7804 0%

25 ア イ ラ ン ド 7563 0%

他 126366 26%

合計 2023967 100%

出所:MINCETUR
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表32002年 ～2009年 の外国人観光客 と国内観光客数と宿泊数の推移:

宿帳(INE12010=995,20.12)

Modalidad 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

A㎡bo

Tota1 11963746 17286332 18200246 20127408 19159586 21737116 24923037 25654707

Naciona1 10529419 14997656 15538561 17167078 16176254 18351113 20467513 21609272

Extranjero 1434327 2288676 2661685 2960330 2983332 3386003 4455524 4045435

Pem㏄taci6n

Tota1 16444819 22541465 23883772 26334405 26756089 30504126 34336144 35176672

Nacional 13642875 18191216 18779831 20783860 20910252 23849836 26060301 27618475

Extranlero 2801944 4350249 5103941 5550545 5845837 6654290 8275843 7558197

Pemanencia

Promedio2/

Tota1 1.4 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4 1.4

Naciona1 1.3 1.2 1.2 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3

Extra【 噸ero 2.0 1.9 1.9 1.9 2.0 2.0 1.9 1.9

1つ 星 から5つ 星に分類されるホテルの宿泊者数をもとに算出している。そのため、前述の外国人観光客数

とは人数が異なっている。

チ ャビンの考古遺跡への ッアーや鉄分 を多 く含 んだサ ビ色の温泉バーニ ョス ・テルマ レス ・モン

テレイ(BafiosTermalesMonterr・ey)、1970年5月 の大地震(M7.8)の 際 に生 じたワスカラ ン山

の雪崩 に より埋 め られた跡地に建 設 され たユ ンガイ慰霊公園 、(CampoSantoYungay)、 ワ スカ

ラン国立公 園内にある氷河湖で あるヤ ンガヌ湖(LagunasLlanganuco)、 ワ リ時代 の遺跡 と考 え

られてい るウィルカ ワイ ン遺跡(MonumentoArqueol6gicodeWillkahuain)な どが観 光資源 と

なってい る。

2.観 光関連政策

(1)ペ ルー政府による政策

ペルー国内にはユネスコ世界遺産に指定 された場所が11カ所あ り、文化 ・自然など多 くの観光

資源 を有 している(図2)。 また、2004年 米秘合同探検隊が、北部熱帯雨林 にて、1300年 前の城

塞都市を新たに発見するなど、まだまだ発見 ・開発 されていない遺跡等の観光資源が存在 してい

る。 しか し、既存の観光資源の保全 まで手が回らず、特に地方では一部破壊 されているものもあ

る。有名なナスカの地上絵の破壊、リマ市近郊海岸の生活排水 による汚染などが挙げられる。

2006年 以降の、ガルシア政権による施政方針 として、「山岳部の輸 出振興(注1)」、「プーノ産

業 ・観光 ・商業自由区の設立(注2)」「漁業、製材業及び観光業等の産業振興に向けた環境整備(注3)」

「社会インフラ整備(注4)」などが挙げられてはいるものの、その実行性 などが懸念 されている

(細野2007;88-89)。

このように、政府は、外国人観光客の誘致政策 を打ち出し、一部観光客船寄港の増加などの成

果を上げているが、新たな遺跡の発掘および保全、既存遺跡の保全、自然環境保護など政府が取
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るべき課題が指摘されている(国 際開発センター1996;21)。

この他、近年の動向として、2008年4月 にペルー、リマにて開催 されたAPEC第5回 会合では、

地域社会に貢献 し、所得と雇用を生み、かつ、環境の保全および保護を促進する 「責任ある観光

に向けて」をテーマに討議が行われ、「パチャカマク宣言(注5)」が採択 された。また、2010年9

月に奈良で第6回 観光大臣会合の日本開催が正式決定 されており、今後の展開が期待 される。

(2)ア ンカシュ県行政府による観光政策

アンカシュ県中期政策(Region-Ancash2008a)に よると、観光関連政策は以下の通 りである。

具体的な内容やその実行性に関 しては今後も注目してい く必要がある。

・観光セクターにおける中期政策(2008-2011年)方 針

1.競 合する環境下における観光業の開発促進、現実的な手法の導入、ならびに持続可能な発展

の実効化

2.観 光業に関わるすべての営利業者との観光市場情報の共有

3.投 資活動の促進、基本的なインフラ整備と観光計画、自然保護区や周辺遺跡 などの収入に関

する国の権限移譲

4.観 光 自由区による投資地域振興 と金融プロジェク トの促進

5.促 進、競合、助成の基本コンセプ トを支持するための効果的な規制の新規策定
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6.現 代 的で高品質な観光サー ビスの提供 と民芸品生産 によ り地域内で輸出可能 な産物の拡大 と

多様化への援助

アンカシュ県 長期 計画(Region-Ancash2008b)で は、 開発計画 を策定 す るため 、地理的、歴

史的 な背景 を含めた地域特性 によ りアンカシュ県 を5つ の地域 に分割 している。カエホ ン ・デ ・

コンチ ュコス地域 は南部 と北部 に分け られてい る。

南 部は、 アス ンシオ ン、C.F.フ ィ ッツカラル ド、 アン トニオ ・ライモ ンデ イ、 ワリの4郡23

区43村 か らなる。その面積 は4486.5㎞2で 、人口は110969人 で あ り、その うち有権者数 は58755人

で ある。観 光政策 として、新 たな観光産物の創 出と振興策 の強化 と して下の2件 が検 討 され、 と

もに短期計 画に盛 り込 まれている。

・新規観 光商品開発 の振興強化

1.地 域 の新規観光資源 目録作成 とその価値づ け

*ア ン トニオ ・ライモンデ ィ区のヤルカ ン(Yarcdn)

*ワ リ区のマルカ ヒルカ(Marcajirca)、 ヤ ナ コラル(Llanacorral)、 ラバヤ ン(Rapayきn)

*サ ン ・ニコラス区のヤンゴン(Llang6n)

2.カ エ ホ ン ・デ ・コ ンチュコス地域南部(ア ス ンシ オン郡、C.F.フ ィ ッツカラル ド郡 、ワ リ

郡 、A.ラ イモ ンデ ィ郡)に お ける新規観光ルー トの 開拓

北部はコロンゴ、シワス、M.ル スリアガ、ポマバ ンバの4郡25区24村 からなる。その面積は

4074.3km2で 、人口は90275人 であり、そのうち有権者数は46811人 である。観光政策として、新

たな観光産物の創出と振興策の強化 として次の6件 が検討されてお り、うち2点 が短期計画に盛

り込まれている。

・観光業の開発

1.地 域観光開発計画

2.観 光インフラ整備

3.地 域の自然や文化の共通認識の確立

4.観 光振興 と新規観光商品の開発

5.観 光資源 目録作成 とそのランキング

6.上 位に評価 された自然 ・文化観光資源の価値づけ

2008年12月 に実施 したDircetur。Ancash局 長アナ ・マ リア ・ヴィジャヌエバへの聞き取 り調=査

では、局長の観光開発に関する基本的方針 に関 して、持続可能な観光開発にはミクロでローカル

な視点が必要 と考えてお り、少なくとも、区単位での政策立案を理想 としているようであった。

局長の出身地でもあるカエホン ・デ ・コンチュコス地域ではこれまでに様々な活動を実施 して

いる。代表的なものでは、MINCETURの 協賛によるチャスキとのインカ道を歩 くプロジェク ト

(Felipe2007)が 挙げられる。

局長就任以前から歌手 としての活動 してお り、これまでにも同地域のフォルクローレを採 り入

れた音楽活動を継続 している。2009年 に地元音楽家 との共演ツアーを実施 している。
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この他、同地域での慈善活動として、2009年1月1日 には、ヤイノ遺跡において、子供たちに

新年の贈 り物 として男の子 には車を女の子には人形 を、ヤイノ遺跡来訪者にはバネ トンとホッ

ト・チョコレー トを振舞っている。しかし、2010年1月 には局長職を解任 されている。2010年10

月3日 に県 ・郡知事選挙が予定されてお り、ポマバ ンバ郡にて選挙活動を展開している。

3.NGO等 による地域観光振興活動

(1)IM&ク ントゥル

山岳研究所(以 下、IM)は1972年 以降、アメリカ合衆国東部のウェス トバージニア州で世界

的に顕著で普遍的な価値を持つ山岳環境の保全と活用を目的として組織された国際NGOで ある。

19896年 以降、ペルー国内でも活動を開始 しており、アンカシュ県県都ワラス、ピウラ県県都ピ

ウラに事務所を設け、それぞれウワスカラン国立公園の保全活用 とペルーエクアドル間のパラモ

環境(注6)の保全 に貢献 してきた。IMは1990年 代半ばから、地域住民参加 による山岳環境の保全

と活用 を目的としたプロジェク トを実施 している。以降、 リャマ ・トレック、クントゥルなど地

元住民組織との共同プロジェク トを実施 してきた。その内容は主に、住民参加型観光開発であ り

インカ道 トレッキングを中心に進められてきた(IM2000、2004な ど)。

IMの プロジェク トにおいて、地理的、文化的にも本稿と最 も関係があるカエホン ・デ ・コン

チュコス地域南部での活動を取 り上げたい。ワリーワヌコ ・パンパ間のインカ道 トレッキングの

開発 プロジェク トを地元NGOク ントゥルと地元住民 との協働 により2003年 か ら2005年 にかけて

実施 している。プロジェクト終了後の現在でも、同地域において継続 されており、高い評価を得

ている。現在実施 されている、ペルー一エクア ドル間のパラモの保全活用を目的としたインカ道

トレッキングの開発が進められており、彼 らのプロジェクトの評価はペルー文化庁や国際的なド

ナー機関からも高 く評価 されている。

(2)リ ャ マ・トレック

2007年 に行 った聞 き取 り調査 と文献調査 による と、1998年 以 降、 ワラスの山岳 ガ イ ド(国 家資

格)ホ ルへ ・マルテル ・アルバ ラ ドとレクワイ郡の地元住民14名 との協働 で開始 された。 レクワ

イーチ ャビ ンの考古遺跡 間のイ ンカ道 トレッキ ングに アンデスの伝統 的 な駄獣 リャマ を再導 入 し

活用 しようとい うプロ ジェク トがEUの 経 済支援 の もと実施 されて きた。 同プ ロジェク ト終了後

も、マ ルテル氏 とリャマ ・トレック構成員 とによ り活動 が継続 されている。

さ らに、 リャマ ・トレックはカエホ ン ・デ ・コ ンチュコス地域北部ヤ イノ遺跡 にて遺跡景観の

保全 と活用 を目的 とした住民組織 コ リ ・ヤイノの活動 を支援 してお り、2008年 以 降 コリ ・ヤ イノ

代表 で あ り、 シ ャーマ ンで もあ るマ リアノ ・ハ ラ ミー ジ ョ ・パ ウ リーノ(MalianoJaramillo

Paulino)に リ ャマ を6頭 移譲 してお り、サ ンタ ・クルス トレッキ ングの キ ャンプ地 となるヤ イ

ノ遺跡周辺 での活動 を開始 している。2010年 に はペ ルー政府の協力の もとさらに20頭 販 売す るこ

とが決 まってお り、今後 の発展が期待 される。
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(3)東 西カエホン探検隊(GrupOKallejonEsteOEste)

大谷(2009)に よると、東西カエホン探検隊(以 下、探検隊)は 、カエホン ・デ ・ワイラス地

域 とカエホン ・デ ・コンチュコス地域との文化的 ・社会的 ・経済的格差の是正や両地域間での交

流などを目的に、主に、カエホン ・デ ・コンチュコス地域北部において2004年 以降活動を開始 し

た。

インカ期 吊橋プカヤクの復元、チャスキレースの開催、M.ル ス リアガ郡 リャマ区におけるイ

ンカ道の清掃活動、地域住民の組織化 と住民組織間の協力関係の構築などの活動に貢献している。

現在では、カエホン・デ ・コンチュコス地域での活動に重心が置かれるようになり、主に、地方

自治体からの支援を得ることで活動資金を確保 している。そのため絶えず地方自治体 との交渉を

継続する必要があ り、人的 ・経済的不足が認められる。

また、活動内容が多岐にわたりその多 くが短期間で終わる点なども問題点 として挙 げられる。

2009年 以降、リャマ区での活動は停滞しており、プカヤクの吊橋第2回 目架け替え工事、リャマ

区での清掃活動はペルー文化庁に移譲 されている。しかし、第2回 目、文化庁により架け替えら

れた吊橋は、わずか1カ 月ほどで壊れてお り、探検隊常任スタッフはその技術指導能力に問題が

あると考えているようである。

皿 カエホ ン ・デ ・コンチ ュコス地域の現況

1.地 理的環境

Dircetur-Ancashに よると、カエホン ・デ ・コンチュコス地域は、北はシワス流域から南はチ

ャビン ・デ ・ワンタル区のウチュワイタ(Uchuhuayta)地 域 まで、西はコルディエラ ・ブラン

カ山群の山腹から東は東山系山群の裾マラニ ョン流域まで、およそ128500Haに 及ぶ(図3、4)。

同地域は、残存状態の良好なインカ道が多く報告 されている。このインカ道は南北方向に走る

幹線道 と東西方向に走る支道に分けられる。この幹線道 と交差するように西から東へと流れるマ

ラニ ョン流域の支流がある。主要な水系として南から北 にプチカ(Puchca)水 系、ヤナマ ヨ

(Yanamayo)水 系、ルパック(Rupac)水 系が挙げられる。

また、同地域はプーナ、ケチュア、スニ、ユンガの4つ の環境帯により形成 されている。はじ

めに、プーナ地帯の草原を形成 している沖積土(注7)の 広範な堆積層、ならびに地帯構造の強い

プロセスと浸食作用を経て形成 されたが水源 となる、カエホン ・デ ・コンチュコス地域の各流域

は分水嶺 として機能している。これらの河川は水源から河口に至るまで川幅がとても狭い。これ

らの河川が、中央山系と並行 して流れるポマバンバ(Pomabamba)流 域、ワリ(Huari)流 域な

どの主要河川に合流している。これら南北方向に流れる河川は細長い盆地(カ エホン)を 形成 し

ているため、カエホン ・デ ・コンチュコス地域はカエホン ・デ ・コンチュコス盆地 と呼ばれてい

る。

このような地形学的特質(ユ ンガ、ケチュア、スニ地帯では強い傾斜地や急峻な渓谷により分

断され、プーナ地帯では気候 と交通アクセスの困難 さにより制限)が カエホン ・デ ・コンチュコ

ス地域内での大規模集落の形成を阻害 してきたと考えられる。一般的に本区間では、集住化に強
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い影響を及ぼす環境的制約のため人口密度が低い傾向にある。本区間にみ られる集住形態は、自

然発生的な小規模集落と碁盤目状の区画をもつ比較的規模の大 きな集落に大別される。

初めに、自然発生的な小規模集落は、人口が少 なく、農畜産業などの第一次産業に従事する

人々により形成 されており、比較的高度の高い渓谷の上流域に位置する傾向にある。また、医療、

教育 といった基本的なサービスへの配慮が不十分である。基本的には、小学校の開校 に留まって

いる。小規模集落においては、小学校は教育機関としてだけでなく、医療サービス、社会行事や

公共集会の場といった社会機関としても機能している。

次に、碁盤目状の区画をもつ比較的規模の大 きな集落はその起源を植民地時代にまで遡ること

が多 く、スペイン人によるレドゥクシオンとして建設された。現在では、カエホン ・デ ・コンチ

ュコス地域内で医療、教育、上下水道、電気、通信などの基本的サービスを受けられる唯一の場

所である。 しかし、これらのサービスの質と範囲は極めて低い水準にある。大規模集落はワリ、

ピスコバ ンバ、ポマバンバといった郡都 に限られている。これらの郡都では毎週定期市が開かれ

てお り、周辺地域住民のコミュニケーションの場として機能 している。

2.歴 史的環境

プレインカ期、インカ期とわけて同地域の先史時代を概観する。コロニアル期以降に関しては

資料が不足してお り、今後整理 していく予定である。編年に関 しては、コンチュコス地域での厚

い研究成果を持つエレーラ(2005)を 参考 している(表4)。

表4中 央アンデス文明史編年表

時代区分 略号 絶対年代

前期先土器時代 EPC 950(>3000BC 狩猟採集/植 物栽培 ・動物飼育の開始 ギ タレーロ

後期先土器時代 LPC 300(》1800BC

海岸部における河谷内ネットワーク形

成の開始/神 殿建設の開始/漁 労の発

達 ・織物製作

ラウ リコチ ャ

草創期 IP 1800-900BC
海岸部における河谷間ネッ トワーク形

成の開始/土 器製作
ラ ・パ ンパ

前期ホライズン EH 900BC。AD1

汎アンデス宗教ネッ トワークの形成

(チャビン)/交 易ネッ トワークの形

成/神 殿の発達/冶 金技術の発達

チ ャビン ・

デ ・ワ ンタル

前期中間期 EIP AD1-650
広域社会 ・政治 ・宗教ネットワークの

形成/王 国の成立/青 銅器製作
ヤイノ

中期ホライズン MH AD65(>1000 都市の成立 ウィルカワイン

後期中間期 LIP AD1000-1476

後期ホライズン LH AD147(}1532
インカ帝国による全中央アンデスの政

治統一

ワ リタンボ

ラ ・パ ンパ

植民地時代 COR AD1532-1821 スペイン人の侵入 ・征服

共和国時代 REP AD1821一
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(1)プ レインカ期

同地域では、草創期から活動の痕跡が残 されている。日本人調査団により発掘調査が行われた、

ラ ・パンパ遺跡では中部海岸で最初の土器 とされる薄手土器が出土している。

続 く、前期ホライズンでは、世界遺産にも登録 されているチャビン ・デ ・ワンタル遺跡が知ら

れている。チャビン・デ ・ワンタル遺跡周辺を除くと、近年では、エレーラやオルシニらにより

ヤナマヨ流域からチャカスにかけての地域で調査が報告されている(Herrera2003,0rsini2003,

BebelIbarra2003)。 草創期で挙げられたラ ・パンパ遺跡でも利用が継続 されてお り、チャビン

様式の土器が出土 してお り、方形半地下式広場やそれに面 した基壇の後がみ られ、大神殿遺構の

可能性が指摘されている。

前期中間期では、チンチャワス様式と呼ばれる土器様式が知 られている。北はチャカス流域か

ら南 はプチカ流域 まで、西はチンチャワス(Chinchawas)ケ イヤッシュ ・アル ト(Queyash

Alto)、 現在のカエホン ・デ ・コンチュコス地域中央域からカエホン ・デ ・ワイラス地域の海抜

2500m～3800mに かけて分布 している(Lau2003,Wegner2003)。 さらに、セ トルメント・パ タ

ーンに変化がみられ、切 り立った高所に建設されるようになる。つまり、領域支配を意図した立

地選択や城塞的性格をもつ遺跡が増加する。 さらに、遺跡の機能分化が認められるようにな り、

集落遺跡、公共遺跡、祭祀遺跡、城塞などが先行する調査研究により報告されている(Herrera

2005)。 代表的な遺跡としてヤイノ遺跡が挙げられる。

次の中期ホライズンでは、エルナン ・アマット(1967,1969)や ベベル ・イバラ(2003)に よ

る調査では、プチカ流域に多く残 るレクワイ様式の土器か ら同流域では、前期 中間期から次の中

期ホライズンにかけての連続性が指摘 されている。ただ、カエホン ・デ ・コンチュコス地域北部

域では連続性が確認 されていない。

後期中間期では、プチカ ・ヤナマヨ流域 において利用が継続 している。この時期の遺跡は、宗

教的、軍事的要素の強いものが多 く報告 されている。インカ帝国の到来とともに後期ホライズン

を迎えるようである(Herrera2003,BebelIbarra2003,AlexMantha2005)。

どうもこれまでの調査者や研究成果では、ヤナマヨ流域以北、カエホン ・デ ・コンチュコス地

域北部域での詳細な報告例が少ないようである。

(2)イ ンカ期

カエホン・デ ・コンチュコス地域はかな り早い段階でインカ帝国に組み込 まれたようである。

インカ帝国到来以前に、カエホン ・デ ・コンチュコス地域周辺では複数の民族集団の存在が指摘

されている(Herrera2005)。 東側にあたる海岸部ではチムー帝国、カエホン ・デ ・ワイラス地域

ではワイラスが、西側アマゾン東斜面ではワラチュコが、北はマルカ ・ワマチュコ遺跡に代表さ

れるワマチュコ、南はピンコと呼ばれる民族集団がクロニカなどに取 り上げられている。アンデ

スの歴史学者 ・考古学者によるインカ帝国の討論会によると第9代 王インカ、パチャクティによ

り1470年代 にはインカ帝国に組み込まれたようである。
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3.カ エホ ン ・デ ・コンチュコス地域の人ロ

(1)ワ リ郡(Prov.Huari)

同 郡 は、 ア ンカ ッシュ県の最 東端 、 山岳地帯 に位 置 し、北 は西 か らC.F.フ ィ ッツ カラル ド

(C.F.Fitzcarrald)と ア ン トニ オ ・ライモンディ(AntonioRaimondi)、 東 はワヌ コ(Huanuco)

県 に接 し、南 はボログネシ(Bolognesi)郡 に、西 は北 か らアス ンシオ ン(Asuncion)カ ル ワス

(Carhuaz)、 ワ ラス(Huaraz)、 レク ワイ(Recuay)郡 に 隣接 している(図5、 表5)。 ワ リ、

アンラ、 カハ イ、チ ャビン ・デ ・ワ ンタル、ワカチ、ワ ッチス、ワチス、 ワンタル、マ シン、パ

ウカス、 ポン ト、 ラワパ ンパ、ラバ ヤ ン、サ ン ・マルコス、サ ン ・ペ ドロ ・デ ・チ ャナ、 ウコの

16区 か らなる。その面積 は2771.90km2で 、 人口は62598人 で あ る。郡都 はワ リで、海抜3149メ ー

トル に位置する(INEI2006)。

公 衆電話 、イ ンター ネッ ト、ATM、 薬 局、病院、雑貨店 、水 道、電気 、観 光 ポ リスが郡都 ワ

リや区都チ ャビン ・デ ・ワンタルで整備 されてお り、コンチュコス地域 で最 も観 光 インフラ整備

が進んでい る。同郡では、ア ンタ ミナ鉱 山の操業以 降、経済 的な進展 も著 しく今後 の さらなる発

展が期待 されている。

(2)C.F.フ ィ ッツカラル ド郡(Prov.CarlosFerminFitzcarrald)

同 郡 は、ア ンカ ッシュ県 の東側 中央部、 山岳地帯 に位置 し、北 はM.ル ス リアガ郡、東 はワヌ

隔
　ノ ぎ も
ぴ ノゆ き お
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アンカシュ県行敵区画

ワリ椰位置図

、

胤ご響

マ樵

翠 、鰯＼

_/
…^農 、

㎜
誌

、 騨
}

γ
⊥

㌧

ぐ

へ

…

尉喰剛

…

騨

㎜

ノ

…

〆

坤5図 ワリ郡行政区画図(INEI2004;127を 基に作成)
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表5ワ リ郡2003年 人 ロ統計(INEI2004;127)

郡名 ・区名 郡都 ・区都
標高

m

面積

Km2
人口

人口密度

人/㎞2

πκo㎡ H駕oガ 2771.90 69107 24.9

Hllari Huari 3149 398.91 9630 24.1

㎞ Anra 3172 80.31 2465 30.7

Cajay C勾ay 3050 159.35 4247 267

ChavindeHuantar ChavindeHuantar 3137 434.13 10066 23.2

Huacachi Huacachi 3509 86.70 2919 33.7

Hu㏄chis Hua㏄his 3491 72.16 2344 32.5

Huachis Huachis 3268 153.89 4478 29.1

Huantar Huantar 3354 156.15 3298 21.1

Masin Mash1 2550 75.33 2763 36.7

Paucas Paucas 3421 135.31 2847 21ρ

Pont6 Pont6 3140 118.29 3947 33.4

Rahuapampa Rahuapampa 2550 9.02 722 80ρ

Rapay注n Rapay盃n 3238 143.34 1982 13β

SanMarcos SanMarcos 2964 556.75 12552 22.5

SanRdeChan6 Chan益 3413 138.65 2706 19.5

UCO UCO 3336 53.61 2141 39.9

コ県 に接 し、南 は ア ン トニオ ・ライモ ンデ ィ郡 とワリ郡 に、西 は北か らユ ンガイ(Yungay)郡

と アス ンシオン(Asunci6n)郡 に隣接 している(図6、 表6)。 サ ン ・ルイス、サ ン ・ニ コラス、

ヤ ウヤの3区 か らなる。その面積 は624.25km2で 、 人口は22761人 で ある(INEI2006)。 郡 都 はサ

ン ・ル イスで、海抜3131メ ー トルに位置す る。

郡都サ ン ・ル イス では、公衆 電話 、イ ンター ネ ッ ト、ATM、 薬 局 、病院、雑貨店 、水 道、電

気が整備 されてい る。 さらに、観 光シーズ ンには観光ポ リスが設置 されてい る。

2009年 の 聞 き取 り調査 によると、同郡行 政府 とサ ン ・ルイス市観光案内所 によ りインカ道 を含

む観光資源調査が実施 されてい るようである。残念 なが ら、その調査 に関連す る報告書 などの資

料 は入手で きてお らず、追加調査 が必要であ る。

(3)M.ル ス リアガ郡(Prov.MariscalLuzuriaga)

同 郡 は、 アンカ ッシュ県 の東側 中央部、山岳地帯 に位 置 し、北はポマバ ンバ郡、東 はワヌコ県

に接 し、南 は西か らユ ンガイ郡 とC.F.フ ィ ッツカ ラル ド郡 に隣接 してい る(図7、 表7)。 ピス

コバ ンバ、 カス カ、エ レアサル ・グスマ ン、バ ロ ン、フ ィデル ・オ リヴァス ・エス クデ ロ、 リャ

マ、ユ ンパ、 ルクマ、 ムスガの8区 か らな る。そ の面積 は730.58km2で 、 人口 は28091人 で あ る

(INEI2006)。 郡 都 は ピスコバ ンバ市 で、海抜3281メ ー トル に位置す る。

郡都 ピス コバ ンバ では、公衆電話、イ ンターネ ッ下、薬 局、病院、雑貨店、水道、電気が整備
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アンカシュ県行敵区口

C.F.7イ ツツカラルド椰位置図

霧
峯

フイツツカラル ド榔 行政区圃図

(1甑:2004;124を 基 に作 成)

表6C.F.フ ィ ッツカ ラル ド郡2003年 人 ロ統計(INEI2004;124)

郡名 ・区名 郡都 ・区都
標高

m

面積

Km2

人 口

(2003)

人口密度

人/Km2

C」F勘ZCαmzl4

SanLuis

SanNicol盃s

Yauya

&魏L"∫ ∫

Sanhis

SanNico16s

Yauya

3131

2875

3250

624.25

256.45

197.39

170.41

22761

12575

5000

5186

365

49.0

25.3

30.4

されている。しかし、観光資源が把握 されておらず多 くの文化遺産が開発により破壊されている。

郡政府 としての文化政策や観光振興に対する配分は低いようである。

(4)ポ マ バ ンバ郡(Prov.Pomabamba)

同郡 は、 ア ンカ ッシュ県 の東側北部、 山岳地帯 に位置 し、北 はシワス(Sihuas)郡 とラ ・リベ

ル タ県 、東 はワヌ コ県 に接 し、南 は西 か らユ ンガイ郡 とM.ル ス リアガ郡 に、西 はワ イラス郡 に

隣接 している(図8、 表8)。 ポ マバ ンバ、 ワイジャ ン、パ ロバ ンバ、キ ヌアバ ンバ の4区 か ら

なる。その面積 は914.05km2で 、 人口は28296人 で ある(INEI2006)。 郡 都 はポマバ ンバ市 で、海

抜3185メ ー トル に位置す る。

一140一



大谷:ペ ルー国コンチュコス地域観光振興調査報告書

ノ〉,

汽

鑑 ダ 、1
アンカシュ県行敵区口

M.ル スリ7ガ糧位置図

繕

.

/醐 隣・㌧ノ

縁罫
筆

/
胤

馬ぐ

〆 ＼!)＼ ◎一

!癒/学 ＼ ドへ、!＼ ノ

表7M.ル ス リアガ郡2003年 人 ロ統計(INEI2004;130)

郡名 ・区名 郡都 ・区都
標高

m

面積

Km2

人 口

(2003)

人口密度

人/㎞2

賜cα 乙加z駕 磁8α P'∫coわ㎝ わα Z3a58 28091 385

piscobamba Piscobamba 3281 45.93 4167 90.7

Casca Casca 3132 77.38 5348 69.1

EleazarGuzmallBarr6nPampachacra 2950 93.96 1528 16.3

FidelOhvasEscudero Sanachgan 2650 204.82 2757 13.5

Uama Uama 2821 48.13 2039 42.4

Uumpa Llumpa 3200 143.27 6822 47.6

Lucma Lucma 3083 77.37 3891 50.3

Musga Musga 2970 39.72 1539 38.7

郡都ポマバンバでは、公衆電話、インターネット、ATM、 薬局、病院、雑貨店、水道、電気、

観光ポリスが整備されている。2010年 現在、温泉周辺での開発が継続されているがその歩みは極

めて遅い。またペルー政府による観光資源からは漏れており、今後の政策が不明瞭である。

(5)シ ワス郡(Prov.Sihuas)

同 郡 は、 ア ンカ ッシ ュ県の東側北部、 山岳地帯 に位 置 し、北 はパ ジャスカ(Pallasca)郡 、 東
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表8ポ マバ ンバ郡2003年 人 ロ統計(INEI2004;133)

郡名 ・区名 郡都 ・区都
標高

m

面積

Km2

人 口

(2003)

人口密度

人/㎞2

Pb加oわ ㎜ わo 1】b〃ηわα配わo 914.05 28296 31.0

Pomabamba Pomabamba 2948 347.92 14139 40.6

Huayl1ゑn Huay皿 乏n 3000 88.97 4080 45.9

Parobamba Parobamba 3185 331.10 7209 21.8

Quinuabamba Quinuabamba 3108 146.06 2868 19.6

は ワ ヌコ県 に接 し、南 は西 か らワイラス郡 とポマバ ンバ郡 に、西 は コロ ンゴ郡 に隣接 している

(図9、 表9)。 シ ワス、ア コバ ンバ、 アルフ ォンソ ・ウガル テ、 カシャパ ンパ、チ ンガルポ、 ワ

イジ ャバ ンバ、キ ィチ ェス、 ラガシュ、サ ン ・フア ン、シ クシバ ンバの10区 か らなる。その面積

は914.05km2で 、 人口は28296人 で ある(INEI2006)。 郡 都 はシワス市で、海抜3185メ ー トル に位

置する。

郡都 シワスでは、公衆 電話、イ ンターネ ッ ト、薬 局、病 院、雑貨店、水 道、電気 、観光ポ リス

が整備 されている。
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表9シ ワ ス郡2003年 人 ロ統計(INEI2004;136)

郡名 ・区名 郡都 ・区都
標高

m

面積

Km2

人 口

(2003)

人口密度

人/㎞2

5'触o∫ 5'加05 145597 36501 251

Sihuas Sihuas 2716 43.81 6275 143.2

Acobamba Acobamba 3140 153.04 2170 14.2

A駈onsoUgarte U皿U皿UCO 3205 80.71 1233 15.3

Cashapampa Cashapampa 3425 66.96 3872 57.8

Chingalpo C㎞galpo 3128 173.20 1527 8.8

Huayllabamba Huayllabamba 3318 287.58 4970 17.3

Quiches Quiches 3012 146.98 3121 21.2

Ragash Ragash 3500 208.45 3557 17.1

SanJuan Chu皿fn 2725 209.24 7481 35.8

Sicshibamba Umbe 3120 86.00 2295 26.7
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4.産 業

カエホン ・デ ・コンチュコス地域では、農牧業 といった第一次産業を中心 とした景観が広がっ

ている。農業は地域経済の根幹を成 してお り、農作物は主に世帯内で消費される。わずかな余剰

生産物は市で現金化する。農業形態は主に非灌概農業であ り、海抜2500mか ら3700mで 営まれて

いる。牧畜業はイチュ(学 名Stipaichu)が 自生する海抜3800m以 上のプーナ地帯で主に営 まれ

る。基本的には草原地帯である。農作物と異なり、畜産物は市での現金化 もしくは地域内での消

費に割 り当てられている。さまざまな条件下で、畜産業は地域住民の唯一の現金収入の手段であ

る。

二次産業としては、カエホン ・デ ・コンチュコス地域中部域、ワリ郡、サン ・マルコス区のア

ンタミナ鉱山会社(CompanfaMineraAntamina)に より所有、操業されるペルー最大の生産量

をもつ銅亜鉛鉱山(海 抜4200m)が 挙げられる。アンタミナ鉱山は2001年 から操業が開始 されて

おり、その鉱廃水はプチカ流域へ と排出されており、下流域への水質汚濁が懸念されている。

第三次産業(商 業活動)は 盛んではない。基本的には、アンカシュ県都 ワラス もしくは海岸部

から購入 している。カエホン ・デ ・コンチュコス地域南部域に属するワリでは首都 リマから、中

部域に属するピスコバンバ、ポマバ ンバではアンカシュ県都チンボテか ら商品を購入 している。

カエホン ・デ ・コンチュコス地域では、多 くの住民が商品の購入や現金収入や基本的サービスの

享受を求めてお り、都市部への人口流出が問題 となっている。

5.交 通機能

(1)ア クセ ス

カエ ホ ン ・デ ・コンチ ュコス地域 へは長距離バス を利 用す る。首都 リマ、 アンカシュ県県都 ワ

ラスか ら毎 日運航 している。

は じめ に、 リマか らカエホ ン ・デ ・コンチ ュコス地域行 きは数社 が毎 日運行 して いる。 しか し

なが ら、 その所要時 間約20時 間弱 と極 めて長 く、車内設備や、 シー トタイ プは各社 とも大 きな差

はな く、 トイ レな しの大型バスに近い形 態であ る。各社 と も、長距離バス と同時 に運搬業 も取 り

行 ってい る。その路線 は、 リマ～チ ャビン ・デ ・ワンタル ～サ ン ・マル コス～ ワ リ～サ ン ・ルイ

ス ～ピス コバ ンバ～ポマバ ンバで ある。

次 に、 リマか らワラスへ飛行機 か長距離 バスで移動 し、その後 ワラスか らカエ ホ ン ・デ ・コン

チ ュコス地域へ と移動す るルー トがある。 リマか らワラスへ は地球の歩 き方 など複数 のガイ ドブ

ックに掲載 されてい るため ここで は省略す る。

ワラスか らカエ ホ ン ・デ ・コ ンチ ュコス地域 行 きは1日 に1～2便 、以下 の3路 線が運行 さ

れてい る。車内設備や、シー トタイプは各社 とも大 きな違 いはない。

1.ワ ラ ス～カタ ック～チ ャビン～サ ン ・マル コス～ ワリ(4時 間 、約15s1.)

サ ン ドバル(Sandoval)社 、 リオ ・モス ナ(RioMosna)社 、 チ ャビ ン ・エ クス プ レス

(ChavinExpress)社 の3社 。

2.ワ ラ ス～カルワス ～チ ャカス～サ ン ・ルイス(6時 間、20sノ.)

レ ン ソ(Renzo)社 、 エル ・ヴェルソ(ElVerzo)社 の2社 。
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3.ワ ラ ス～カルワス～ヤナマ～ ピス コバ ンバ～ポマバ ンバ(8時 間 、25s!。)

レ ンソ(Renzo)社 、 エル ・ヴェル ソ社 、ロス ・アンデス(LosAndes)社 の3社 。

(2)道 路網と交通事情(注8)

現在、カエホン ・デ ・コンチュコス地域の交通網(図10)はINCに より次の3階 層に分けられ

る(INC2006a;64-66)。 第1に 、ブランカ山群を横断してカエホン ・デ ・コンチュコス地域へ

の地域間道路(車 道、基本的には未舗装)と して、カエホン ・デ ・ワイラス盆地ならびにチンボ

テ市、首都 リマなどの海岸部からのルー トがある。ペルー国もしくはアンカシュ県により建設さ

れる。現在では、海岸部や都市部 との関係性が重視 されるため、主要ルー トが東西方向に軸をも

つ傾向が強い。以下では、南から北に各流域に沿ったルー トを挙げる。

はじめに、プチカ流域沿いのルー トは、カタック(Catac)～ チャビン(Chavin)～ サン ・マ

ルコス～ワリ(Huari)で ある。

次に、ヤナマヨ(Yanamayo)流 域沿いのルー トは、アシュノカンチャ(Ashnocancha)流 域

沿いに南下するルー ト(ワ ラス～カルワス～チャカス～サン ・ルイス)と ポマバ ンバ流域沿いに

北上するルー ト(ワ ラス～カルワス～ヤナマ～ピスコバ ンバ～ポマバ ンバ)と がある。

現在では、同地域を南北に移動するためのルートも建設されてお り、南か ら順にチャビン～サ

ン ・マルコス～ワリ～サン・ルイス～ピスコバンバ～ポマバンバ～シワス/コ ロンゴと北に縦走

している。

すべてのルー トは舗装 されてお らず、例外的にカタック～チャビン ・デ ・ワンタル間ならびに

海岸部へ とつながるルー トのみコンクリー トなどで舗装されている。同ルー トは世界遺産である

チャビン ・デ ・ワンタルへの観光バスの路線としても機能 してお り、観光振興の一環 として2009

年に再整備された。

第2に 、地域内道路(車 道、未舗装)は 商品の流通ルー トとして機能 してお り、郡や区の行政

府により建設される。路面状態は悪 く、普通貨物自動車を対象とした道路である。この他、コン

ビと呼ばれるワンボックスタイプの乗 り合いバンやコレクティーボと呼ばれる乗 り合いタクシー

などの交通路としても利用されてお り、地域社会の生活利便性にとって欠 くことのできない道路

である。 しかし、土木施工管理技士(IngeneroCivil)に よる不要な道路建設による土砂崩れな

どの弊害も認められる点を併記 してお く必要がある。

第3に 、歩行者道として山道があげられる。山道にはインカ道などの古道 も含まれている。イ

ンカ道などの例外を除くと耕作地や近隣集落など生活圏内の移動に利用される日常の生活路 とし

て機能 している。このインカ道はカエホン ・デ ・コンチュコス地域の主要な流域を横断する唯一

のルー トである。先スペイン期には、主要ルートは南北方向に軸をもってお り、その道筋は西か

ら東(海 岸部からアンデス高地へ)へ と向かう現在の交通網ときわめて対照的である。

インカ道の重要性 として、先スペイン時代だけでなく、植民地時代、共和国時代を通 じて材木

や小麦、ジャガイモ、畜産物などの運搬経路として利用されてお り、高 く評価されている。車両

通行を目的とした道路建設はアンデス高地(例 えば、カエホン ・デ ・コンチュコス地域)へ の海

岸部の影響力を強化 してお り、ワラスやチンボテ、リマといった都市部への人口流出や、地域内
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大谷:ペ ルー国コンチュコス地域観光振興調査報告書

での協働を阻害するなど、様々な悪影響を与えている。

現在、一部区間を除き、インカ道の地域住民による利用は減少傾向にある。タンボ ・デ ・ワン

カバンバ～ヤウヤ間は、以前から耕作地への移動ルー トとして地域住民により利用されている。

ヤウヤ～プカヤクの吊橋～リャマ間は、現在、両区行政府によるインカ期の吊橋の復元 ・架け

替えが行われてお り、同区間の利用は増加傾向にある。また、リャマ～アゴ ・クルス間は以前か

らの利用が継続 している。2007年 以降リャマ区住民によるインカ道を含む山道の清掃活動が実施

されてお り、同区間の利用は増加傾向にある。以上の変化は、本調査区で2004年 から活動 してい

る住民組織KEOに 依るところが大 きい。

Nカ エホン ・デ ・コンチュコス地域の観光資源

1.観 光資源の分類について

はじめに、観光資源の分類に関 してふれる必要がある。溝尾(2008)は 観光学における資源分

類を行っている。資源を成因から分けてお り、人間による創造の有無で、人文資源 と自然資源と

に大別 している。また、これまで細分 していた人文資源に関して、評価が困難な資源が多いため、

新 ・旧による分類を廃止 している。さらに、観光地形成に必要な資源とレクリエーシ ョン資源と

を除いており、最 も核となる部分だけにし、テーマに応 じて他の資源や要因を付加 していけばよ

いと述べている。

本稿は世界遺産登録を目的としたインカ道をテーマとしてお り、人文資源を文化資源と改め、

自然資源は変更せずに用いることとする。また、文化資源の構成要素を一部改編 してある(表10)。

さらに、ペルー観光では温泉が評価されており、本稿では、 レクリエーション資源 として取 り扱

うことにする。

表10本 稿で用いる観光資源分類

自然資源 文化資源

1.山 岳6.峡 谷11.島 襖

2.高 原7.滝12.岩 石 ・洞窟

3.原 野8.河 川13.動 物 ・植物

4.湿 原9.海 岸14.自 然 現象

5.湖 沼10.岬

1.考 古 遺跡6.碑 ・像

2.歴 史 地 区7.建 造 物

3.教 会8.観 覧 施設

4.庭 園 ・公 園9.文 化 的景観

5.年 中行事

レク リエ ーシ ョン資源11.温 泉

2.ワ リ郡に所在する観光資源

表11は ワリ郡に所在する観光資源を示 したものである。同郡はRegion-Ancash(2008b)に よ

りコンチュコス南部に分類されている。表に示される資源は29点 ときわめて多い。加えて、その

中には1985年 に世界遺産登録されたチャビンの考古遺跡が含まれている。2009年 度はその来客数

を減 じているものの外国人観光客7567人 、国内観光客39052人 ときわめて多 くアンカシュ県の主

要な観光地として機能 している(注9)。これに加え、ワリ市、チャビン村には観光案内所が設けら
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表11(1)ワ リ郡観光資源一覧(1NE12004;221,235)

区 資源名 所在地 種別

ワリ ロス ・ピンコス遺跡 文化

Hua1唖 RestosArq.1ρsP萱ncos 考古遺跡

プルワイ湖 自然

LagunadeP血6huay 湖沼

文化

Feriaagropecuariay 年中行事

a曲esanaldeHuad 10月7～12日

ア ンラ プ ロモ ・ヒル カ アルカヤン 未確認

Anra nomoJh℃a A[cayan

ヤパ ツク カスカイ 未確認

Papac Cascay

カハ イ マルカヒルカ遺跡 チ ンチ ャス 文化

Cajay MarcaJirca Chinchas 考古遺跡

レパ レン カヤス 未確認

Reparen Cayas

ワ リ ・タンボ遺跡 ワ リ ・タ ン ボ 文化

RestosArq.HuadTambo HuariTambo 考古遺跡

インカ道 文化

Caminolnca 文化的景観

チャビ ン ・デ ・ワ ンタル チャビン考古地区 文化

ChavfndeHuantar RestosArq.deChavfn 考古遺跡

チャビン国立博物館 文化

観覧施設

ワツツアン氷河 自然

NevadosdeHuatzan 山岳

温泉 ケロコス レクリェー ション

AguasTemlales Qer㏄os 温泉

カニン湖 ウチ ュワイタ 自然

LagunasCanh1 Uchuhuayta 湖沼

ミ ラ ドー ル ・プ トコ ル プ トコル 未確認

MiradorPutcor Putcor

文化

Feriaartesanaly 年中行事

comerciar「Virgende1

C百rlnen,℃havfn
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大谷:ペ ルー国コンチュコス地域観光振興調査報告書

表11(2)ワ リ郡観光資源一覧(iNElno4;221,235)

区 資源名 所在地 種別

チ ャビン ・デ ・ワンタル カ パ ッ ク ・ラ イ ミ チ ャビン ・デ ・ワンタル 文化

ChavfndeHuantar QhapaqRaymi ChavfndeHuantar 年中行事

12月21日

ワチカ マチャイ教会 ワカチ 文化

Huacachi IglesiadeMachay 教会

チンチ ワカチ 未確認

Chinchi

ナウパマルカ ワカチ 未確認

Naupamarca

ヤパ ックマル カ ワカチ 未確認

Yapacmarca

マ シ ン マル カ ヒル カ ワ リパ ンパ 未確認

Mash血 Marcゆca Huaripampa

ガ ン トゥ チワ ン 未確認

Gantu Chihuan

パウカス パウカス パウカス 未確認

Paucas Paucas Paucas

ラ ワパ ンパ シュクシュラガ ラパ イア ン 未確認

Rahuapampa Shucushuraga Rapayan

ワ シ ュゴ ラパ イア ン 未確認

Huashgo Rapayan

カ ン トゥマル カ ラパ イア ン 未確認

Cantumarka Rapayan

ポルベニヒルカ ラパ イア ン 未確認

Porven輸irca Rapayan

ウ コ カ ス テ ィ ー ヨ ・ビ エ ッ ホ ウコ 文化

UCO Cas髄皿oVi⑳ UCO 考古遺跡

れてお り同地域 においては観光先進地である。

チャビン考古遺跡を利用 した年中行事 を2007年 から催 している。これはチャビン ・デ ・ワンタ

ル行政府により運営されてお り、毎年12月21日 にチャビン ・デ ・ワンタル村からチャビン考古遺

跡まで仮装行列が練 り歩き、同遺跡 にて、カパック ・ライミと呼ばれるインカ時代の祝祭を執 り

行う。この日に関 しては地元住民の遺跡内入場料が免除されてお り、地域住民への文化 ・観光資

源の還元という意味でも重要な役割を果たしている。
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3.C.Feフ ィッツカラルド郡に所在する観光資源

表12はC.F.フ ィッツカラル ド郡に所在する観光資源 を示 したものである。同郡はRegion-

Ancash(2008b)に よりコンチュコス南部に分類 されている。表に示される資源は6点 である。

ヤイノ区を通るインカ道は残存状態がよく、沿道の関連遺跡 も多 く残ってお り、2010年 現在 トレ

ッキングを目的とした外国人観光客が増加 している。

表12C.F.フ ィ ッツカラル ド郡観光資源一覧(1NEt2004;221)

区 資源名 所在地 種別

サ ン ・ル イス カシャヒル カ ゴ ンツ ァヒルカ 未確認

SanLuis Cashajirca Gontzajh℃a

インカ道 カニナコ～ランラカンチャ 文化

Caminolnca 文化的景観

ポ トシ サ ン ・ル イス 未確認

Potosi

サ ン ・ニ コラス 温泉 レクリェー ション

SanNicolas Ba50sTemlales 温泉

ヤウヤ イ ン カ ・ラ バ パ ンパカンチャ 未確認

Yauya IncaR勾a Pampacancha

インカ道 タンボ 文化

CaminoInca Tambo 文化的景観

5.M.ル スリアガ郡

表13はM.ル スリアガ郡に所在する観光資源 を示 したものである。同郡はRegion-Ancash

(2008b)に よりコンチュコス北部に分類 されている。表に示される資源は2点 ときわめて少ない。

郡都 ピスコバンバ市はクロニカにも取 り上げられることが多 くインカ期から歴史が確認されてい

る。その長い歴史をもつものの、現在、観光資源 としての保全 ・活用 よりも、道路開発やサッカ

ー場の建設などに関心が高いようである。そのため、現在のところ観光資源はあまり報告されて

いないのが現状である。ルクマ区キシュアルに所在するウィクロコチャ遺跡が報告 されるにとど

まっている。

しか し、2004年 から東西カエホン探検隊により、様々な地域観光振興活動が実施 されてお り、

表13M.ル ス リアガ郡観光資源一覧(INE邑2004;221)

区 資源名 所在地 種別

リャマ

Llama

ル ク マ

Anra

プ カ ヤクの吊橋

PuenteColgantePukayacu

ウ ィク ロコチ ャ

Wicr㏄ ㏄ha

プ カ ヤク

Pukayacu

キ シ ュアル

Quishar

文化

考古遺跡

文化

考古遺跡
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大谷:ペ ルー国コンチュコス地域観光振興調査報告書

インカ時代の吊橋 を復元 し、インカ道の保全清掃活動を継続 している。今後の、観光資源 ・ルー

トの登録、開発が期待 される。

6.ポ マバ ンバ郡

表14は ポマバ ンバ郡 に所在す る観光資源 を示 した ものであ る。同郡はRegion-Ancash(2008b)

表14ポ マ バ ンバ郡 観光資源 一覧(1NEI2004;222,235)

区 資源名 所在地 種別

ポマバンバ ハ ンカ ・パ ンパ ハ ンカ ・パ ンパ 文化

Pomabamba JancaPampa JuncaPampa 考古遺跡

サフナ ガチュナ 自然

S勾una G㏄huna 湖沼

温泉 ポマバンバ レクリェー ション

AguasTbmales Pomabamba 温泉

インカ道 文化

Caminolnca 文化的景観

文化

Feriaagropecuaria, 年中行事

a詫esanalycomerda1 6月25～30日

SanJuan

ワ イ ジヤン ヤイノ考古地区 ワンチ ャクバ ンバ 文化

Huayllan RestosArq.Y証no Huanchacbamba 考古遺跡

カル ワイ テ ィンヤ ッシュ 文化

Carhuay Tinyash 考古遺跡

ベンタナ考古地区 ワイジヤン 文化

RestosArq.Ventana Huayllan 考古遺跡

ノくロ ノミン ノミ ワヨ オコポン 未確認

Parobamba Huayo

ケ ロ プンタ
一 一

フ ツハ ブ ツ ハ 未確認

Queropunta R幻r勾

トレス ・チ ュルパス ワンチ ャイーヨ 文化

TfesTullpas Huanchayllo 考古遺跡

キヌアバンバ ユ ラ ッハ ・パ ドレ キヌアバンバ 未確認

Quinuabamba Yur勾Padre Quinuabamba

シ ュ マイ ・ペル ガ キヌアバンバ 未確認

ShumayPerga Quinuabamba

プエ ブロ ・ビエ ッホ遺跡 キヌアバンバ 文化

RestosArq.PuebloViejo Quinuabamba 考古遺跡
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に よ りコンチュ コス北部 に分類 されている。表 に示 され る資源 は14点 で あ る。 ワイジャ ン区には

多 くの遺跡が残 ってお り、代表 的な もので はヤ イノ遺跡 が挙 げ られ る。ヤ イノ遺跡 はサ ンタ ・ク

ルス トレッキ ングのキ ャンプ地 としても利用 されてお り、ヤ イノ遺跡か らコンチュコス地域北部

へ の新規観光 ルー トの開発が必要 とされている。

祭 り ・イベ ン ト資源 として、感 謝祭(Feriaagropecuaria,artesanalycomercialSanJuan)が

あ る。 この祭 りは、郡行政府 によ り運営 されてお り、例年6月25～30日 にか けて実施 され てい る

(INEI2004:235)。 主 に、 リマ、 ワラス、海岸部の大都市 な どへ移住 した世帯やポマバ ンバ市周辺

の地域住民が主 な観光客 の対象 となっている。正確 な観光客数 は不 明であ るが、 ポマバ ンバ郡行

政府職員やKEOの 常 任 スタッフらへの聞 き取 り調査では3㎜ ～4000人 と言われてい る。

7.シ ワス郡

表15は シワス9区 に所在する観光資源を示 したものである。同郡はRegionAncashに よりコン

チュコス北部に分類されている。表に示 される資源は9点 である。シワス郡 を通 りカハマルカへ

抜けるインカ道は残存状態も良く、今後の新規観光ルー トとして期待できる。

表15シ ワス郡 観光資源一覧(INE12004;222,235)

区 資源名 所在地 種別

シ ワス 温泉 シワス レクリェーシ ョン

Sihuas AguasTemales Sihuas 温泉

インカ道 文化

Caminolnca 文化的景観

シワス 文化

Feriaagropecuariay Sihuas 年中行事

artesanaldeSihuas 8月5～8日

カシャパ ンパ ゴプチ ョ パサカンチャ

'

未確認

Cashapampa Gopcho Pasacancha

プエ ブ ラソン カシャパ ンパ 未確認

Pueblason Cashapampa

チンガルポ テ ィナ ヒルカ チンガルポ 未確認

Chingalpo Tinalh℃a Chi㎎alpo

ラ ガ ツシュ カランガイ湖 自然

Ragash LagunadeCarangay 湖沼

シクシバンバ ワイア ツシュ ウンベ 未確認

Huauyash Umbe

トレ ・ヒル カ バル コ ン 未確認

TorreJh℃a Balc6n
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祭 り ・イベ ン ト資源 として、(FeriaagropecuariayartesanaldeShiuas)が あ る。 この祭 りは

シワス郡行 政府 と(AgenciaAgraria)に よ り、例年8月5～8日 にかけて シワス市 内で行 われ

ている(INEI2004:235)。

Vカ エホン ・デ ・コンチュコス地域における地域観光振興の課題

同地域では、地理的要因によりヤナマヨ流域の北部 と南部の間で政治的、社会的、経済的、文

化的格差が認め られる。これらの格差是正のためにも、インカ道 トレッキングなどインカ帝国以

前に利用 されて きた南北軸の交通網 を新規観光ルー トとして開発する必要がある。Region-

Ancashに おいても新規観光資源 ・ルー トの開発の必要性が指摘されている。 しか し、北部と南

部での観光インフラ整備、ならびに観光資源の把握開発の格差がおおきいため、その観光政策の

立案は北部と南部とにわけている。どのような形で南北間の地域的統合 を進めてい くかは今後の

課題である。

注

(注1)ガ ルシア政権は、特に貧困層や低所得者層が多いとされる山岳部において、優遇税措置の導入等に

よって、農業 ・農産物加工業を中心とした輸出振興(通 商、「SierraExportadora」)を 図 る方針である。

(注2)ガ ル シア政権はプーノに自由区を創設し、同地域 を通る幹線道路 を活用してのブラジルへの輸出拡

大を図る計画を打ち出している。

(注3)内 陸部の魚介類冷凍 ・保存設備の整備、製造産業地域の水道整備、観光振興策の策定を行 う方針で

ある。

(注4)優 遇税制により、水道、道路及び電力インフラなどの整備を促進する計画である。

(注5)2008年4月 にペルー国リマ市にて開催 された 「APEC第5回 観光大臣会合」では責任ある観光を広め

るために取 り組むべき主な事項として、以下の4点 をテーマに議論され、同宣言が採択 された。

・環境、社会および文化への悪影響の最小化

・地元住民の参加

・自然遺産および文化遺産の保全の保全 と世界の多様性の維持への積極的な貢献

・観光客と受入側が相互に配慮し、尊重する文化の発展

(注6)パ ラモとはアンデス山脈北部から中央部にかけて多 くみられ、標高3500～4500mに 位置する荒涼とし

た高原を意味する。年間平均気温3～10℃ という厳 しい気候条件である。濃霧が発生 し浸潤ではあるが、

気温が低 く日照時間が不定期なため、農耕には不適である。そのため、牛、羊、山羊などが飼育されてい

る。

(注7)河 川が運搬 して漸次沈積 して生じた土壌のこと。

(注8)http:〃www.mtc.gob.pe/POrta1/transpOrteslred_vial/dptos/Ancash_3v.pdf(2010年8月15日)

(注9)チ ャビン考古遺跡来訪者数http:〃www.mincetur.gob.pelnewweblportals101turismolsitios%20

turisticos1Anc_CHAVIN_Lleg_Nac-Extr.pdf(2010年8月28日)
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